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平成３０年度事業計画 

長野県経済は、今までの緩やかな回復から緩やかな拡大へと推移してきています。

その背景には、海外の景気や輸出で稼げる大企業を中心に好調さが維持されている点

がありますが、地方や中小企業はまだ景気回復の恩恵を受けきれていません。特に中

小企業では、労働分配率も高く人手不足や賃金アップが足かせとなっており、生産性

の向上が急務となっています。 

当地域では、本年２月にリニア中央新幹線の飯田市内では初の工事（松川工区）が

着工されました。また、３月１０日には三遠南信自動車道の龍江ＩＣから飯田上久堅・

喬木富田ＩＣまでの間が開通するなど、益々その経済効果に期待が高まっています。 

産業面においては、旧飯田工業高校施設を活用した産業振興と人材育成の拠点整備

が着々と進められており、今年度中には拠点運営の中核的な役割を担う南信州・飯田

産業センターの移転が予定されています。 

さて、飯田商工会議所では地域の総合経済団体として、平成２７年度に策定した

中長期行動計画に基づいて、本年度の事業を実施していきます。その柱は「企業活

力向上」「地域力向上」「提言・未来ビジョン発信」の３つの基本指針と、実現に

向けての「サポート力の強化」であり、常に前進する組織、活力に富む地域、そし

て誰もが定住を願う地域を目指していきます。 

今年度も「商工会議所活動の見える化」をテーマにして、会員企業や地域の皆様

に商工会議所の活動を知ってもらい、理解してもらい、参加してもらえるように会

議所報やホームページなどで、わかりやすくＰＲしていくとともに、その経過や結

果、成果なども示していきます。 

当所の景気動向調査においても人手不足や技術者不足が課題として挙げられてお

り、さらに人材育成は今年最も重点をおいて取り組む事項となっています。これら

の課題解決に向けて、次世代後継者や企業労働者等の産業人材の育成に積極的に取

り組んでいきます。 

４年目を迎える経営発達支援事業は、「飯田経営発達支援戦略本部」をより機能

的に展開して、中小企業・小規模事業者への伴走型による支援事業にオール商工会

議所で取り組んでいきます。 

さらに昨年度実施した事業引継動向アンケート調査を基に、事業承継に関する支

援事業を地域や実情に沿った内容で展開していきます。 

２０２７年のリニア中央新幹線の開業や、三遠南信自動車道の全通による効果を

地域経済に活かせるよう、観光や農商工連携、６次産業化について連携機関と具体

的な研究、調査を行います。 

 平成３０年度も飯田商工会議所は、地域経済の活性化と会員企業の発展を目指し、

また中小企業の拠り所となる相談支援機関として、国や県、市などの関係機関とのよ

り一層の緊密な連携を取りながら、その責務を果たしてまいります。 

 

  



 

 

テーマ 

・商工会議所活動の見える化 

 

 

重点事業 

１．企業や業界のニーズに合致した産業人材の育成に向けた取り組みを行いま

す。 

 

２．伴走型による経営発達支援事業を展開するなかで、既存企業を支援するとと

もに創業支援を行います。 

 

３．部会や業界、関係する諸団体との意見交換や情報交換を密に行って意見を取

りまとめ、行政や連携機関などへの提言、要望活動を行います。 

 

４．事業承継についての相談窓口を設けるとともに、広範囲での情報収集を行う

など、支援事業を展開します。 

 

○新５．来年１０月からの消費税率引き上げ・軽減税率の導入に向けて、制度の周知や

レジ・決済業務、記帳・会計業務の効率化の支援に取り組みます。 

 

○新６．観光や農商工連携、６次産業化など地域力の活用に向けた取り組みを連携機

関と協力して行います。 

 

７．リニア駅周辺整備、関連道路整備などに関して提言します。 

 

８．三遠南信自動車道の早期開通運動を展開するとともに三遠南信地域連携事業

を推進します。 

 

○新９．第４次産業革命による産業構造や就業構造の変化に関して研究します。 

 

10．商工会議所活動や有益な情報を広くＰＲしていくために、会議所報やホーム

ページをより見やすい、よりわかりやすい内容にします。 

 

11．会員増強運動の実施などにより、財政基盤を強化し組織としての発言力を高

めます。 

 

 



１．会議所組織強化と運営に係る事項 

中長期行動計画の実践を進め、リニア・三遠南信時代を見据えた地域振興など大

きな課題に取り組むため、行政や関係機関との連携をより密にしていく。また、商

工業者の意見を関係機関により反映させるためにも組織基盤の強化を図るととも

に、会議所報やホームページを活用して商工会議所の事業を広くＰＲし、会議所活

動への理解を深めてもらう。 

 

（１）会議所中長期行動計画の実践 

（２）組織基盤、財政基盤強化のため会員増強運動の展開 

（３）会議所報やホームページなど情報発信機能の充実 

（４）時宜にかなった必要な意見具申や要望活動の実施 

（５）行政との連携や関係の強化 

（６）関係する諸団体事業への協力と参加 

（７）財源確保のための各種事業の実施 

（８）飯田商工会議所創立１００周年記念事業への取り組み 

（９）飯田お練りまつりの次回開催に向けた検証 

 

 

２．リニア・三遠南信に係る事業 

 リニア中央新幹線の開業は、その高速性と利便性により、産業振興や交流人口

の増加など、中間駅が設置される飯田・下伊那はもとより上伊那、木曽地域をは

じめ県内外各地への大きな効果が期待される。 

また、三遠南信自動車道は龍江ＩＣから飯田上久堅・喬木富田ＩＣ間の開通が

決まり、天龍峡ＩＣから龍江ＩＣ間も平成３１年度の開通が予定され、最大の難

所である（仮称）青崩峠トンネルも掘削工事が順調に進められており、早期全線

開通に期待が高まっている。 

当地域が長野県の南の玄関口、三遠南信地域の北の玄関口となるべく、二大プ

ロジェクトがもたらす効果を地域の経済に活かせるよう、中心市街地及び支部地

域の特性も踏まえ、検討し事業を推進する。 

 

（１）リニア中央新幹線関連 

①リニア駅周辺整備、関連道路整備等に係る調査、研究 

②関連団体との意見交換 

③関係省庁、関係機関への要望活動 

（２）三遠南信自動車道関連 

①三遠南信自動車道整備に係る調査、研究 

②関連団体との意見交換 

③関係省庁、関係機関への要望活動 



（３）リニア・三遠南信に係る関係機関との事業推進 

①リニア中央新幹線建設促進期成同盟会等への参画 

②リニア中央新幹線伊那谷・木曽谷経済活性化協議会への参画 

③リニア中央新幹線沿線商工会議所懇談会への参画 

④三遠南信道路建設促進期成同盟会等への参画 

⑤三遠南信地域連携ビジョン推進会議（ＳＥＮＡ）への参画 

⑥三遠南信地域経済開発協議会への参画 

⑦三遠南信サミットへの参加 

⑧ＪＲ飯田線活性化期成同盟会等への参画 

⑨中部経済連合会への参加、連携、意見交換 

 

 

３．地域振興に係る事業 

中心商店街、支部地域のそれぞれの立地や特性を活かした事業を行うとともに

リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の開通を見据え、農商工連携や６次産業化

に向けて取り組んでいく。 

 

（１）中心市街地活性化事業関連 

①中心市街地活性化協会の運営 

②中心市街地活性化事業への参画 

③飯田商工会館商店街交流ホールの活用推進 

（２）支部地域の広域的な事業活動の展開 

①地域特性の研究と地域資源の探求 

②エリア化及びエリア別のイベント等の研究 

③将来の地域振興の在り方の集約 

④支部連合会との連携事業の実施 

⑤行政・企業への要望活動 

（３）農商工連携、６次産業化を視野に入れた研究視察 

①先進事例に関する講演会の開催 

②農業者やＪＡ等との懇談会の開催 

 

 

４．経済対策に係る事業 

中小企業相談所を中心に、経営・金融・税務などの個社支援から国や県が行う各

種施策の有効活用まで、行政と共に幅広い視点で景気対策の推進と小規模企業相談

支援活動を展開する。 

 

（１）「経営発達支援計画」に基づく小規模企業への伴走型支援の推進 



（２）地域経済の活性化を図るため、行政や関係機関との事業実施や情報交換 

（３）中小企業の相談支援体制の高度化と充実 

（４）定期的な景気動向調査の実施 

  ①四半期毎の調査の実施 

②日本商工会議所ＬＯＢＯ調査の実施 

③景気状況に関わる必要な調査の実施 

（５）飯田市金融政策課や各金融機関との連携強化 

（６）経済対策に関わる会議等への参画及び事業実施 

（７）広域連携による創業支援及び商談会支援 

（８）経営安定相談室の設置と運営 

（９）ニーズに合った講習講演会の開催、業種別講習講演会等事業の推進 

（10）事業承継に関する相談窓口の設置と支援 

（11）消費税法改正及び軽減税率制度に関する情報提供や周知 

 ※中小企業相談所事業計画は後掲「経営改善普及事業」において詳説する 

 

 

５．商工業の振興対策 

（１）商業の振興と街づくり支援事業 
景気は拡大傾向にあるものの、国内消費は依然として低迷しており、当地域商業

も消費人口の減少や大型店量販店の影響、ネット販売の進展など消費構造の変化に

より、厳しい状況にある。 

小売商業は、市民の生活基盤を支えるとともに、住民サービスや地域コミュニ

ティの担い手としての役割を通じ事業を実施するなかで、時代に合った事業やサー

ビスを研究していく。 

卸売業は流通構造の変革により機能の役割が変化し多様化している。時代の要求

に即応するため、多岐に亘る機能を持つことが必要となっている。また三遠南信自

動車道など交通インフラの進展や働き方改革に伴う物流体制の変化への対応を進

める。 

 【小売商業】 

①中心市街地・支部地域の商業活性化事業の検証及び実施（売出し事業） 

②中心市街地・支部地域間での情報交換と情報の共有化 

③消費動向の変化に対応する新たなビジネスモデルの研究及び先進地視察 

④地域ブランドの展開 

【卸商業】 

①飯田市（市長・産業経済部他）との懇談会の開催 

②幹事会における情報提供並びに情報交換 

③事業承継や人手不足対策等の研修会・講習会の開催 

④災害時、緊急時における卸売業の対応策の検討 

⑤課題・要望事項の取りまとめ 



⑥展示会や商談会などへの視察及びトレンドに関する研究 

（２）工業の振興 

機械加工製造業を中心に受注量が増え堅調に推移している。今後も企業体質の

強化に向けた活動を進め、産業基盤の安定と拡充を図ると共に、航空宇宙産業を

始めとする新産業クラスターの形成を支援する。また、５Ｓや品質管理など個々

の企業の体質向上や展示会や商談会等への出展支援を行う。 

①飯田市工業課、南信州・飯田産業センターとの連携及び懇談会の開催 

②品質管理検定（ＱＣ検定）の実施 

③５Ｓ及び品質管理の推進 

④展示会（メッセナゴヤ２０１８）への出展 

⑤展示会、商談会、見本市への積極的な支援及び視察の実施 

⑥ＳＥＮＡ、クラスター事業への参画 

⑦三遠南信地域の企業・団体との交流会 

⑧出展補助及び制度活用のＰＲ 

⑨地場産業、伝統食品工業への支援 

⑩講習・講演会の開催 

（３）建設業関係の振興 

住みよい社会を目指し、地域環境・安心・安全を基盤とした魅力あるまちづくり

への取り組みをしていく。 

  特に地域間交流の機軸となる三遠南信自動車道の建設促進及びリニア中央新幹

線の建設着工に際し、各種団体等との協力により地元発注への働きかけを行い、当

地域の活性化へ繋げていく。また、生産革命、働き方改革など経営環境に即応した

課題に基づいたセミナーや人材育成の為の各種資格取得講座を開催する。 

①三遠南信自動車道早期建設促進と地元への優先発注の要望及び工事現場視察

の実施 

②リニア中央新幹線建設着工に伴う地元への優先発注の要望及び工事現場視察

の実施 

③域内道路整備計画の早期工事要望及び域内建設工事の地元発注要望 

④行政・各種団体との懇談会の開催 

⑤建設工事業に関連する資格取得の為の講座、セミナーの開催 

⑥災害時ＢＣＰについての現状把握と連携体制の強化 

（４）観光業関係の振興 

三遠南信自動車道やリニア中央新幹線など、将来に向けて当地域は大きく変貌し

ようとしている。行政機関や経済団体また住民が一体となって観光産業の活性化に

取り組むとともに、当地域の自然を題材にした観光商品の可能性についての調査、

研究を行う。 

①地域観光資源ＰＲ及び新規事業発掘 

②観光商品の可能性調査の実施 

③全国商工会議所観光振興大会への参加 

④観光関連行事や地域イベント等への協力 



⑤接客や接遇に関する講習会等への共催 

⑥宿泊客の拡大を目的とした週末・夜間イベントの企画 

（５）環境に対する取り組み 

リニア時代に相応しい環境都市飯田を実現するため、環境に配慮した事業活動を

支援していく。 

さらに省エネ、温暖化対策、循環型社会等の企業経営における環境問題への対応、

中小企業の環境経営の促進、環境対策など従来の課題に加えた新たな研究から環境

産業の創出など環境ビジネスへの支援を広げていく。 

①省エネ対策における情報収集と提案、普及促進活動の実施 

②環境セミナーの開催 

③先進事業所事例の情報収集 

④飯田市環境関連部署との連携、協調及び関係機関の会議等への出席、協力 

⑤地域ぐるみ環境ＩＳＯ研究会との連携 

 

 

６．会員サービス・福祉厚生に関する事業 

会員及び従業員の福祉厚生と会員サービス事業を実施する。また広範且つ多様化

しているニーズに対応すべく、時宜に合った事業・期待されるサービスを選択し効

率的に実施するとともに、より多くの会員や会員企業の従業員の皆様が参画しやす

い形態で事業を展開する。 

 

（１）会員サービス事業 

①健康診断事業の実施 

②会員行楽会の実施（１１月１８日） 

③会員親睦ゴルフ大会の開催（１０月２７日） 

④各種共済制度の普及促進 

⑤健康経営の推進 

⑥講習会・講演会の開催 

（２）福祉厚生・雇用関係 

①職業安定協会事業の推進 

②労働保険事務組合委託事業の実施 

③各種検定事業の実施 

④飯田市国民健康保険運営協議会への協力 

（３）表彰関係 

①第６３回永年勤続従業員表彰式の開催（９月７日） 

②日本商工会議所議員及び職員の表彰推薦 

③飯田市技能勤労者褒章推薦 

④その他会議所の関係する表彰推薦 

 



 

７. 各種検定と証明 

  企業の求める人材育成の一環として、日本商工会議所や東京商工会議所と連携し

て各種検定試験を施行するとともに、基礎能力としての珠算能力検定の施行及び普

及促進を図る。 

  また、企業活動において必要となる会員証明や貿易促進として関税手続きの簡素

化を図るための原産地証明、流通において標準化されているＧＳ１事業所コードの

申請などの各種証明事業を行う。 

 

（１）検定事業 

①簿記検定試験  

②珠算能力検定試験 

③リテールマーケティング（販売士）検定試験 

④ＰＣ検定 

⑤福祉住環境コーディネーター検定試験 

⑥ビジネスマネジャー検定試験 

（２）証明事業 

①会員証明 

②原産地証明 

  ③ＧＳ１事業者コード（ＪＡＮコード）登録及び更新に関する申請 

 

８．若者定着・雇用に関する事業 

企業活動を支え、地域経済の将来を担う人材の確保と育成は、当地域産業の将来

に不可欠な要素であり、そのためには学校や学生への継続的なアプローチが必要で、

「飯田職業安定協会」を軸に若者の地元定着対策事業を、また国の委託事業である

ジョブ・カード制度を通じ就業機会の促進を図る。 

また、働き方改革など労働環境の変化に関しての情報を提供するとともに、管理

職をはじめとする産業人材の育成事業を実施する。事業引継アンケート調査を基に

事業承継についての支援を展開する。 

 

（１）地元出身学生等のＵ・Ｉターン推進を図るため、就職説明会や面接会への協力 

（２）将来の当地域への就職を視野に入れた進路選択の支援事業として、高校生への

地域産業説明会の開催 

（３）若者の就業教育に対する協力（中高生の就労体験キャリア教育等） 

（４）ジョブ・カード事業の普及促進 

（５）飯田職業安定協会事業の推進 

①地元企業就職ガイダンスや面接会の開催 

②企業ガイドブックの作成配布 



③高校生及び教職員の地元企業見学会の実施 

④学卒地元企業就職者激励会の開催 

⑤求人サイト「イイダカイシャナビ」の運営 

（６）人材育成に関する事業の実施 

①労働環境に関する情報提供及び周知と研修会の開催 

②次世代後継者や企業労働者等の産業人材の育成に関するセミナーの開催 

③事業承継に関する相談窓口の強化と支援事業の実施 

 

 

９．新たな産業や市場動向に関する事業 

ロボットやＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータなどの進歩、普及により、いままで実現

不可能と思われていた社会の実現が可能になってきた。現在の状況また今後の動向

を把握し、将来に向けての研究を行っていく。 

 

（１）第４次産業革命による産業構造や就業構造の変化に関しての研究 

（２）最新自動車安全技術等の視察、研修 

  



平成３０年度経営改善普及事業計画 

（中小企業・小規模企業への支援） 

中小企業相談所 

 

国内経済は、米国や中国を中心とする世界経済に牽引され、堅調に推移しています。

特に海外の設備投資の拡大により、半導体の製造装置など産業機械は大きく伸びてい

ます。また、海外からの来訪客も過去最高となり、インバウンド消費を成長させてい

ます。堅調な実体経済を反映した株価の高水準によって設備投資や消費等の刺激が期

待されます。しかし、一方で緊迫する朝鮮半島情勢は、国内経済のリスク要因となっ

ており、不安要素を抱えています。こうした中で、中小企業や小規模企業は、深刻な

人材不足に加え、後継者不足による事業承継や経営者の高齢化、加速する少子高齢化

による消費人口の減少など構造的課題を抱えています。さらに複数税率による増税も

来年に控えており、中小企業・小規模企業への経営支援強化がより一層求められてい

ます。 

中小企業相談所では、経済産業大臣の認可を受けた「経営発達支援計画５か年計画」

を中心に地域の関係機関と密接に連携をしてより具体的に伴走型支援を実施してい

きます。さらに伊那、駒ヶ根、飯田を南信エリアとした広域連携事業を引き続き飯田

商工会議所が拠点となって推進していきます。また、委員会や部会においても中長期

行動計画に示されたセミナーなどの経営支援事業を連携しながら実践していきます。 

 

【事業方針】 

（１）「経営発達支援計画」に基づいた小規模企業の伴走型経営支援の推進 

（２）事業承継実態調査に基づいた事業承継支援と相談窓口の強化 

（３）消費税軽減税率対策推進事業による増税及び軽減税率対策の実施と支援 

（４）販路開拓や生産性向上における事業計画策定支援と実施支援 

（５）関係機関と連携した創業支援及び新事業支援、人材育成支援 

（６）広域連携による創業、事業承継、販路開拓支援とＩＴ関連の普及促進 

（７）中小企業経営力強化支援法による認定支援機関としての機能発揮 

（８）関係機関との連携強化による面的支援の実施 

 

 

【項目別事業】 

（１）金融相談及び斡旋 

①国、県、市制度資金の周知と利用の促進 

  ②円滑かつ迅速な融資斡旋 

  ③セーフティネット保証の認定推進 

  ④小規模事業者経営改善資金の推薦 

（２）税務相談 

  ①税務講習会、相談会（所得税・消費税）の開催と出席勧奨 



  ②複式簿記及びパソコン会計の自計普及と促進 

  ③ｅ‐Ｔａｘの推進と対応 

  ④顧問税理士との連携強化 

  ⑤青色申告会の組織と機能についての支援 

  ⑥白色申告者の記帳義務化への対応（平成２６年１月より） 

  ⑦間税会への支援 

  ⑧消費税軽減税率対策窓口相談等事業の推進 

（３）労務相談 

（４）講習会・講演会 

  ①計画的かつ効果的な部会別、業種ごとの講習会、講演会の開催 

②伴走型支援推進事業による講習会の開催と連携機関による連携 

  ③消費税軽減税率対策講習会（日商の事務委託（平成２５年度から実施）） 

（５）経営安定特別相談室の設置と個別相談会の開催 

（６）経営発達支援戦略本部及び実務者会議による伴走型支援事業の推進 

（７）事業評価制度によるＰＤＣＡサイクルの推進 

（８）連携機関並び広域連携による総合的な創業支援の実施 

（９）事業承継に対する相談と支援強化 

（10）高度、専門的な相談への広域的支援 

（11）各分野（伴走型支援事業、ミラサポ・エキスパートバンク等）による専門家派

遣および相談窓口の設置 

（12）広域連携による商談会、展示会への積極的支援 

（13）品質管理検定の実施及び５Ｓの推進 

（14）ＩＴの活用及び導入の推進 

（15）定期的な景気動向調査の実施（四半期ごとの景気動向調査） 

（16）販路拡大における需要動向調査の実施 

（17）定例相談会の開催と活用普及 

①日本政策金融公庫 

②長野県信用保証協会 

③長野県中小企業再生支援協議会 

④発明協会 

⑤不動産鑑定士 

⑥税務相談 

⑦事業承継 

（18）ＪＡＰＡＮブランド事業の推進 

（19）小規模事業振興委員による事業推進と協力 

（20）支部活性化事業への協力 

（21）青年部・女性会事業への支援 

（22）小規模企業共済、経営セーフティ共済の加入促進 

（23）サポート力向上のための研修の実施 

（24）その他経営改善や経営発達支援事業向上に必要な事項 


